
定期安全レビュー（PSR※）について
別紙２

１．目的

事業者が、定期的(10年を越えない期間毎)に、当該発電所で行ってきた保安活動を
ふりかえり、発電所の安全性・信頼性を評価すること。

２．評価項目

（１）「運転経験の包括的評価」 （添付１，２，３参照）

①品質保証活動 ②運転管理 ③保守管理 ④燃料管理

⑤放射線管理及び環境放射線モニタリング

⑥放射性廃棄物管理

⑦事故・故障等発生時の対応及び緊急時の措置

⑧事故・故障等の経験反映状況

⑨安全文化に関する取組

（２）「最新の技術的知見の反映」 （添付４参照）

軽水炉の安全性・信頼性に関連する重要な技術的知見

①安全研究成果

②国内外の原子力発電所の運転経験から得られた教訓

③技術開発成果

（３）「確率論的安全評価」 （添付４参照）

プラント設計における想定を大幅に超えた機器の多重故障等を想定し、出力

運転時および停止時 の炉心損傷、ならび出力運転時の格納容器破損に至る

可能性を定量的に評価するもの。

※Periodic Safeｔy Review



添付１

大飯２号機 発電電力量・設備利用率の年度推移
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EFPY(平成18年度末): 20.1 年

「制御棒１体炉底位置」警報発信に伴う計画外停止

国内PWR平均設備利用率(平成18年度末): 79.2 %

今回の調査期間における
設備利用率平均 79.1％

前回の調査期間における設
備利用率平均 69.2%

営業運転開始以降の設備利用率平均: 72.1 %

蒸気発生器伝熱管漏えいに伴う計画外停止
原子炉容器上部ふた取替

2次系熱交換器取替

今回の調査期間
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ＴＭＩ事故による保安停止

蒸気発生器伝熱管漏えいに伴う計画外停止

EFPY(平成18年度末): 18.6 年

蒸気発生器補修

国内PWR平均設備利用率(平成18年度末): 79.2 %

営業運転開始以降の設備利用率平均 65.5 %

今回の調査期間における
設備利用率平均 78.2％

前回の調査期間における
設備利用率平均 60.4%

原子炉容器上部ふた取替

蒸気発生器取替

２次系熱交換器取替

大飯１号機 発電電力量・設備利用率の年度推移

今回の調査期間

※：ＥＦＰＹ：（effective full power years）定格負荷相当年数

ＥＦＰＹ※（平成18年度末）：１８．６年
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大飯発電所　1.4×1011Bq/年

大飯発電所 放射性固体廃棄物の発生量、保管量の推移
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単位：本

28,900

Ａ・Ｂ－廃棄物庫

Ｃ－廃棄物庫増設

C－廃棄物庫２Ｆ増設

日本原燃㈱六ヶ所低レベル放射性
廃棄物埋設センターへの廃棄体搬出

１，２号機蒸気発生器

取替による増加

累積保管量

貯
蔵
容
量
 ・
累
積
保
管
量

１，２号機炉心上部注入装置撤去

による増加

１，２号機充てんﾎﾟﾝﾌﾟ、充て

ん/高圧注入ﾎﾟﾝﾌﾟ及び２号

機原子炉容器上ふた取替に

よる増加

１，２号機放射性機器冷却系統

設備取替による増加

大飯１，２号機調査期間

既貯蔵雑固体廃棄物処理

（Ｈ11年11月～ ）

大飯発電所 放射性液体廃棄物の放出実績

大飯１，２号機調査期間

大飯１号機蒸気発
生器細管漏えい

大飯1,2号機ドラ
イクリーニング装
置の設置・運用

大飯3,4号機ドラ
イクリーニング装
置の設置・運用

大飯1,2号機洗たく
排水処理装置の設
置・運用

運転開始以来、放出管理目標値を下回っており、
ﾄﾞﾗｲｸﾘｰﾆﾝｸﾞ装置および洗浄排水処理装置の導
入・運用継続により、年々減少傾向にある。(前回
評価)

今回の調査期間においては、検出限界濃度未満
（ＮＤ）を維持している。

(ＮＤ)

大飯1,2号機廃液
モニタタンク脱塩
塔吸着能力低下
のため、核種放出

大飯3,4号機洗たく
排水核種放出

大飯1,2号機廃液モニタ
タンク脱塩塔吸着能力低
下のため、核種放出

放射性固体廃棄物の発生量
は、平成４年度以降、３，４号
機運開及び１，２号機の蒸気
発生器取替え等により一時
的に増加していたが、今回の
調査期間は、日本原燃㈱
六ヶ所低レベル放射性廃棄
物埋設センター搬出のため
の既貯蔵雑固体廃棄物処理
による増分を差し引けば、そ
れ以前に比べ増加しておらず、
適切に管理されている。

・・・放射性固体廃棄物発生量

・・・既貯蔵雑固体廃棄物処理による発生量

添付２

１×１０4

１×１０5

１×１０６

１×１０８

１×１０９

１×１０７

［Ｂｑ／年］



事故・故障等の報告件数
添付３

＜大飯２号機＞
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※１　蒸気発生器伝熱管漏えいによる
　　　原子炉停止  2件（応力腐食損傷）

※２　蒸気発生器伝熱管の損傷  10件
　　　（粒界腐食損傷・応力腐食損傷）

法律対象報告37件

通達対象報告21件

法律・通達対象 58件

（件）

今回の調査期間
・前回の調査期間における事故・故
障等報告件数 平均2.4件/年

・前回報告件数50件中12件が蒸気
発生器伝熱管損傷関連

・今回の調査期間における事故・
故障等報告件数 平均1.0件/年

＜大飯１号機＞
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法律対象報告28件

通達対象報告19件

法律・通達対象 47件
※１　蒸気発生器伝熱管の損傷  7件
　　　（応力腐食損傷）

※２　蒸気発生器伝熱管の損傷及び減肉  4件
　　　（応力腐食損傷・振止め金具摩耗）

※３　蒸気発生器伝熱管漏えいによる
　　　　原子炉停止　1件（応力腐食損傷）

※１

※１

※１

※1,3 ※１

※１

※２ ※２

※２ ※２

（件）

今回の調査期間

・前回の調査期間における事故・故
障等報告件数 平均2.2件/年

・前回報告件数44件中12件が蒸気
発生器伝熱管損傷関連

・今回の調査期間における事故・
故障等報告件数 平均0.4件/年

＜大飯２号機＞



合計

停止時

プラント運転時

－5.8×10－8炉心損傷頻度（プラント運転時）

［国内機器故障率データ使用］

10－58.8×10－8格納容器機能喪失頻度（プラント運転時）

10－48.6×10－７

5.8×10－７
－

2.8×10－７

炉心損傷頻度

性能目標（※）
大飯発電所

１，２号機

添付４

最新の技術的知見の反映

確率論的安全評価（ＰＳＡ）

［単位： /炉年］

・評価対象：19件
・うち水平展開要と判断：6件

・水平展開の完了：3件
・実施中：3件

・評価対象：25件

・対応完了：22件
・対応中：3件

・評価対象：145件
・うち水平展開要と判断：48件

・水平展開の完了：47件
・実施中：１件

国外プラントの事故・故障等原子力安全・保安院文書
指示事項

国内他プラントの事故・故障等

※件数は、平成19年3月末現在

・原子力安全委員会安全審査指針、国の安全規制に取り入れられた民間規格等の

安全研究成果が設備面、運用面に適切に反映されている。

・下表のとおり、国内外の原子力発電所の事故・故障等で得られた技術的知見が、

大飯発電所１，２号機の設備面・運用面に適切に反映されている。

・電力の自主的措置として、電力共通研究の成果が設備面・運用面に反映されている。

以上のことから、最新の技術的知見が適切に反映され、安全性・信頼性の向上が図
られてきていることを確認した。

下表のとおり、原子力安全委員会が示す性能目標（※）を十分に下回っていることから、大
飯発電所１，２号機それぞれの安全性が十分確保されていることを確認した。

※「発電用軽水型原子炉施設の性能目標について－安全目標案にかかる性能目標案に

ついて－」（原子力安全委員会安全目標専門部会）が示す性能目標。


